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「まちなか朝市」３年目のスタート 
 5 月 18 日(土)午前 7 時 50 分よりオープニングセレモニーが

石川地区まちづくり委員会西牧敏幸委員長の開会の言葉で始

まり、石川自治センター長南條一夫より御礼の言葉、伊藤次男

副町長、大野隆峯議長より来賓のごあいさつ、がんばっぺコー

ルをまちなか朝市小針幸吉代表の音頭で参加者が三唱し、石川

地区まちづくり委員会近内幸雄副委員長の閉会の言葉で閉め、

午前８時にまちなか朝市がスタートした。 

  

 

 

 

 

まちなか朝市は、まちなかの賑わい、地産地消等を目的に、5月 18日から 11月 16日までの約

7 カ月間毎週土曜日午前 8 時から 10 時までを基本として 26 回の開催が予定されている。旬の新

鮮野菜や果実・生花や加工品・お惣菜やお菓子・手づくり小物等が出品されます。第１回目の開

催には 15店舗が出店し多くのお客様にお買い求めいただき、完売する店舗もあった。玉子、クマ

ガイ草のプレゼントも好評で大変喜ばれた。地域のお客様に親しまれ、楽しい会話のある朝市に

して行きたいと考えていますので、気軽にお越しください。また、出店者を随時募集しています。

お問合せは石川自治センンター 電話 26－1554 南條・緑川まで 

最後に、関係者の皆様 (石川地区まちづくり委員会、石川地区運営協議会、各行政区長、町役

場の方々)に感謝申上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

＊まちなか朝市 6 月の開催予定は 6月 1日、8 日、15 日、22日、29 日(7:30～9:30)です。 

 

石川地区まちづくり委員会開催  
 石川地区まちづくり委員会(委員長 西牧敏幸)は、5 月 8 日(水)午後 6 時より石川自治センタ

ーで平成 25年度第一回委員会を 20名参加で開催した。協議事項 (1)委員及び支援員の確認（2）

部会役員の確認（3）24 年度事業・決算報告（4）25年度事業計画・予算（5）25年度まちづくり

事業交付金申請について。以上の 5項目について協議した。委員会・部会役員は以下の通り。 

役職名 氏名 行政区 役職名 氏名 行政区 

まちづくり委員長 西牧敏幸  新 町 桜  部  会  長  荒木美秋  猫 啼 

まちづくり副委員長 近内幸雄  南 町 あじさい･紅葉部会長 荒川光美  古 町 

まちづくり副委員長 水野文雄  王 子 平 名所・歴史部会長 水野文雄  王 子 平 

＊24 年度石川各地区のまちづくり事業活動が、石川自治センターホームページに掲載されています。 

 



石川地区まちづくり事業 

－ 平成２４年度の取り組み － 
 

石川地区まちづくり委員会（西牧敏幸委員長）では、石川町第五次総合計画(５ ともに力を合

わせてつくるまち)の具現化のため、石川地区まちづくり事業に取り組んでおります。整備途中の

ところもございますが、その成果をお知らせいたします。一度、足をお運びくださいまして、地

域の人々の思いや風情を感じていただければ幸いです。なお、石川町のホームページ(石川自治セ

ンター)にも掲載していますので是非ご覧ください。 

 

○石尊山保存会（近藤 信会長、南町行政区）写真 ①、② 

＊平成２１年度から事業に取り組んでいる。 

＊整備範囲は、石尊山一円であり、平成２４年度は、登山道の整備、雑木の伐採、下刈り等を行

った。 

＊これまで、ツツジを覆っている雑木の除抜や新植、ドウダンツツジの剪定、下刈り等、石尊山

の環境整備を行ってきたが、地域住民はもとより登山者の憩いの場となっている。また、整備の

結果、近年は、子どもの登山者が増加している。 

 

 

 

 

 

 

○清流今出鯉の里会（我妻文男会長、南町行政区）写真 ③、④ 

＊平成２１年度から事業に取り組んでいる。 

＊平成２４年度は、今出川・北須川に錦鯉を放流するとともに餌付け(昭和軒前、今出川・北須川

の合流地点、築石橋前、アリガ美容室前、牛乳橋前)を行った。また、マリ－ゴ－ルドの花壇づく

りや河川のゴミ拾い等を実施し、環境美化に努めた。 

＊錦鯉が優雅に泳ぐ様は、地元住民の楽しみとなっており、特に桜の季節は県内外からの来訪者

の二重の楽しみとなっている。 

 

○馬場町遊歩道管理委員会（鈴木健一委員長、馬場町行政区）写真 ⑤、⑥、⑦ 

＊平成２１年度から馬場町自治会が中心となり、長寿会・花木等の愛好者・沿線の代表者等が一

体となって事業に取り組んでいる。 

＊平成２４年度は、遊歩道の両側に植栽された桜木の手入れ(根元の除草、剪定、防除等)や花壇

づくり、草刈り、除草作業を実施した。 

＊立ヶ岡地内の遊歩道(大正橋から松岡橋までの 720m)の環境美化により、地域住民の憩いの場・

交流の場となっており、桜をはじめ、沿道の花々の美しさが歩行者の目の保養になると、好評で

ある。 

 

 

 

 

①雑木の伐採作業 ②見事に咲いた山ツツジ ③悠然と泳ぐ錦鯉 ④あさひ公園の花壇 

⑤沿道桜木の手入とれと 

排水路の堀上げ 

⑥花壇の植栽(サルビア) ⑦花壇へ植付け

作業 



○花見ヶ丘をつくる会 （丹内春夫会長、当町行政区）写真 ⑧、⑨、⑩ 

＊ 平成２２年７月に発足(会員１３名)し、現在、２３名で活動している。 

＊ 地域の環境整備と美しい景観形成によって、地元の住民はもとより訪れる人々にとっての憩い

とやすらぎの場となっている。 

＊ 整備範囲は国道 118号線 R=420m、県道白河石川線 R=380m、水郡線磐城石川駅敷地内 

＊ 平成２４年度は、除草と花木（ツツジ等）や草花（ヒマワリ、コスモス、カンナ、水仙）の播

種・植栽・管理を行った。 

 

 

 

 

 

   

○新屋敷環境美化委員会（遠藤 等委員長、新屋敷行政区）写真 ⑪、⑫ 

＊平成２２年度から事業に取り組んでいる。 

＊平成２４年度は、新屋敷地区の環境美化をはかるため、町道や農道の草刈り、法面の立木伐採

及び、桜木の手入れ(天狗巣病の除去)やホタルの里づくり(水路の清掃、池水の保全管理、川蜷の

放流)等を行った。 

＊地域全体で取り組んだ環境美化作業により、住民にとって安心・安全で住み良い場所が確保で

きた。また、ホタルが乱舞した時代の再現が待ち遠しい。 

 

 

 

 

 

 

 

○新屋敷グラウンド周辺整備委員会（遠藤秀夫委員長、新屋敷行政区）写真 ⑭、⑮ 

＊平成２２年度から事業に取り組んでいる。 

＊平成２４年度は、新屋敷グラウンド及び周辺の環境美化をはかるため、グラウンド面の整備と

除草剤散布及び桜木等周辺環境の保全管理や桜木の植栽と育成管理、草刈り等を行った。 

＊地区民の楽しみである運動会やソフト競技が安心して実施され、潤いの場としての機能を十分

に発揮している。 

 

○大貴宮八幡山の桜を守る会（吉田征治代表、新田行政区）写真 ⑯、⑰、⑱ 

＊平成２１年度から桜を活かしたまちづくりに地域として取り組んでおり、また、町の景勝地た

らんことを目指している。 

＊これまで、桜木の保全を始め、手作りで遊歩道の整備(階段には枕木を利用)や柵・ベンチの設

置、桜木の植栽、雑木の伐採、草刈り等を実施するなど、整備に努めてきて おり、地域の交流の

場・憩いの場となっている。 

＊平成２４年度は、四阿の建設を始め、桜木の手入れ(剪定、病害虫防除等)、地域の特産品づく

りを目指した柚の苗木植栽、提灯の飾り付け、草刈り、病害虫防除等を行った。 

⑧駅ホームのつつじ ⑨作業後揃ってパチリ ⑩植付け作業

中 

⑪桜木の手入れ･放流

前の川蜷(ホタルの餌) 

⑫グランド周辺の 

草刈り 
⑭満開の桜 ⑮桜の新植 



 

 

 

 

 

 

レデース・スクール４学級開講式 

 レディース・スクール４学級が開講式を迎え、平成 25年度の学級活動がスタートした。レディ

ースきたす（竹島 君委員長)は、5 月 9 日(木)午後７時より町公民館で 12 名参加で今年度の活

動計画を協議し、新たに古布での文化祭作品づくりを計画した。レディース猫啼(長田禮子委員長)

は、5 月 16 日(木)午後 7 時より西田屋で 12 名が参加し計画の確認と保健センター小松広江次長

を講師の招き、｢健康な食生活について｣の学習会を開催した。レディース外槇(水野昭子委員長)

は 5 月 19 日(金)王子平集会所で 18 名が参加で開講した。新委員長の下、多くの学級生が楽しく

参加活動出来るように、毎月２回程度の自主学習会の開催を計画した。レディース馬場町(安藤美

智子委員長)は、5 月 27 日(月)開講式に移動研修を組入れ実施した。13 名が参加し会津若松市内

５か所で新島八重の足跡をたどりながら、会津の歴史や文化・４時代を生き抜いた女性の生きざ

まを学び、実りある移動研修となった。 

青少協石川地区協議会総会開催 

      青少協石川地区協議会(有賀四郎会長)は、5月 22日(水)午後 7時から町公民館で、

委員(行政区、育成会、指導員、学校関係者)24名が参加し平成 25年度総会をおこな

った。議事は 24 年度事業・予算報告 2項目、25年度事業・予算計画・役員改選の議

案 3項目につて協議がおこなわれ承認を得た。平成 25年度役員は以下の通り。 

役職名 氏名 備考 役職名 氏名 備考 

会 長 有 賀 四 郎 新 町 区 長  監 事 大 平 善 徳 育 成 指 導 員 

副 会 長 有 松 英 徳 和 久 区 長  監 事 秋 山 晴 彦 育 成 指 導 員 

理 事 有 松 正 人 石川小 PTA副会長 事 務 局 南條局長・緑川局員 石川自治ｾﾝﾀ  ー

寿大学 石川寿大学開講式・新田寿健康大学学習会 

 石川寿大学は、5月 14日町公民館において、午前 9時 30分より 34名が参加し開講式・学習会

を開催した。新委員長に千代田ハナさんが就任、｢みんなで楽しく、笑顔で学習しましょう。｣と

のあいさつでスタートした。新田寿健康大学（吉田征治委員長）は、2 回目の学習会に屋外活動

「グランドゴルフ」を実施した。和気あいあいの中でいい汗を掻き体力増進となった。 

６月行事日程 

日 曜日 行 事 日 程 備考 

12 水 地元学講座 9:00～ 石川自治センター 

13 木 レディーススクール合同学級 19:00～ 町公民館ホール 

18 火 石川寿大学 9:30～ 町公民館 

20 木 新田寿健康大学 9:30～ 新田ふれあいセンター 

毎週・土 まちなか朝市 7:30～ 石川自治センター 
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